
すい臓がん検査

腫瘍マーカー あぽえーつー

※腫瘍マーカーCA19-9とセットでの受検となります

本検査の結果のみですい臓がんの診断はできませんの

で、必ず他の関連する検査結果や臨床情報などと合

わせた医師による総合的な診断を受けてください。

【セット検査料※】【方 法】

検査について

 すい臓がんになると、血液中にある3種のタン

パク質のバランスが崩れてきます。

本検査ではこのバランスを評価し判定します。

 従来の腫瘍マーカーとは異なる物質を測定す

るため、これまで検出されなかったすい臓が

んを見つけられる可能性があります。

すい臓がんについて

早期発見が難しい疾病といわれ、

国内では年間約4万人が亡くなっています。

罹患率は60歳頃から増加しますが、

発見ステージが早いほど5年生存率は高く

なります。

ステージ別5年生存率（2014-2015年集計）＊

（ネット・サバイバルによる算出）

年齢階級別罹患率（2020年）＊
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＊出典：国立研究センターがん情報サービスがん登録・統計一部抜粋
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早期発見・早期治療が有効です

※ 腫瘍マーカーCA19-9とセットでの受検となります


